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2021 年に十二指腸癌診療ガイドラインが発行されたものの、十二指腸表在腫

瘍の診断・治療に関してはまだ多くの問題が残されている。近年は検診パンエン

ドスコピーにおける拾い上げから、画像強調内視鏡・（超）拡大内視鏡検査によ

る精密診断まで様々なモダリティ―を用いた診断法が急速に発展している。治

療としては、安全性と根治性を両立すべく cold snare polypectomy（CSP)や

underwater EMRなどが登場し、ESDの安全性を担保すべく D-LECSも保険収載さ

れた。本セッションでは、これらの十二指腸表在性腫瘍に対する診断・治療につ

き最新の知見を広く募集し今後の議論の礎としたい。 


